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開催趣旨 

日本の近代の中で、大阪のマス・メディアの果たした役割は大きい。商都大阪は、東京と

は異なる、独自のジャーナリズムとメディア事業を育んできた。 

 しかし、20 世紀後半、徐々に経済の東京への一極集中がすすみ、それに伴い、徐々に活

力を失いつつある関西のジャーナリズムには、新たな時代の役割と展望があるのだろうか。 

さらにインターネットの普及した現代、既存のメディアジャーナリズムは、ネット民たち

によって相対化され、時に、「マスゴミ」と呼ばれることもある。さらに、既存のマス・メ

ディアに依存しないインターネット独自のジャーナリズムも生まれつつある。このような

メディア環境のもとで、既存のジャーナリズム、とりわけ関西のジャーナリズムには何が期

待されているのか。 

関西のジャーナリズムを取り巻く、この外的要因を意識しつつ、関西ジャーナリズムの意

義とこれからの展望など、関西、あるいは「地域」にこだわっての議論ができればと考える。 

なお、この研究会は、25 年にわたって関西地区のジャーナリズムを顕彰してきた坂田記

念ジャーナリズム財団の記念シンポとしても位置づけ、坂田財団との共催とする。パネリス

トは、「坂田ジャーナリズム賞」の 5 人の審査員が登壇する。 


